
 力向上プラン２００９ 

 

一 昨年度の全校体育の実践と反省 
１ 本校児童の体力の現状 

新体力テスト実施項目   項目 
学年 握力 上体起し 長座体前屈 反復横跳び ｼｬﾄﾙﾗﾝ ５０ｍ走 立ち幅跳び ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 
小１男子 ○ ○  ○  ○ ○ ○ 
小１女子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
小２男子 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
小２女子 ○  ○ ○ ○ ○   
小３男子 ○   ○ ○ ○ ○  
小３女子 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
小４男子 ○ ○  ○  ○ ○  
小４女子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
小５男子 ○   ○ ○ ○ ○ ○ 
小５女子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
小６男子 ○        
小６女子 ○ ○  ○  ○ ○  
上回った数 １２ ６ ６ １１ ８ １１ １０ ６ 

A 小 学 校 
 全国平均より上回ってい

る項目数は、70 項目で全体
の 72.9%である。 
 これは一昨年度より、新体

力テストをもとにした体力

向上プランを進めてきた成

果であると考えられる。 
 しかし、「持久力」「体の柔

軟性」「投げる力」について

は、課題があることがわかっ

た。また、これらの体力につ

いては高学年になるほど、得

点が低くなっていることも

分かった。 

２ 昨年度の全校体育の実際 
（1）新体力テストの実施：４月 
 ○ 新体力テスト前の動機付けと新体力テストの実施 

 
 
 
 
 
 
   「新体力テスト」への動機付け   「反復横跳び」に取り組む４年生  「立ち幅跳び」に取り組む５年生 

（2）課題の把握：５月 
 ① 学年ごとの結果の提示と課題の把握 

 
 
 
 
 
 
   プレゼンで結果を全校に伝える    結果の一覧から傾向を読み取る   児童に問いかけ課題を設定する 

② 個人結果の通知と課題設定 
  ・体力テストの個人票を作成・配布し、全国と比較できるようにする。 

 ・ワークシートに個人票を貼り付け
て目標を記入できるようにした。 

                        
 
 
 
（3）課題解決に向けた運動の紹介と実施Ⅰ期：５月～７月  

Ⅱ期：９～１１月 
  ① 持久力を高める運動の実施（下の写真は運動種目の一部） 
 
 
 
 
 
 

レッツ！持久力。 

レッツ！持久力 
シャトルらんらんリレー        コロコロ持久力 
体

 

  
シャトルらんらんリレー        コロコロ持久力 



② 投げる力を高める運動（下の写真は運動種目の一部） 
 
 
 
 
 
 
 

（4）健康月間の実施 
◇活動の実際とその様子◇ 
・体力を高める運動の場の設定と実施    ・身体（身長・体重・視力等）の測定場所の設定と実施 
 
 
 
 
 
 
・生活習慣

ハイパーロケット！ ビック・ストラックアウト！ ストラックアウト 

・□□先生
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２ 実践の構想
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３ 実施後の評

・新体力テス

  ・３学期のヘ
等の健康に関わる資料の作成及び掲示 
チャレンジランド ヘルシーランド 

の“わたしのけんこうワールド” 
 
ストの結果から 
ストの総合評価における段階ごとの人数の割合は、Ａ段階３２％、Ｂ段階３２％、
％、Ｄ段階１０％、Ｅ段階２％であった（全校児童５９名中の割合）。秋は、春の
ほとんどの種目で得点が高くなり、各学年とも多くの種目で全国平均を上回った。 
向を見ると、低学年は「筋力」高学年男子は「持久力」高学年女子は「投げる力」
ることが分かった。 

トの結果をもとにして児童の課題意識に合った運動を提示し、実践したことにより、
的に取り組み、体力の向上を図ることができた。 
康月間を設定し、様々な運動の場を設定することで休み時間も意欲的に体を動か
きた。また、身体測定の場や“健康もの知りクイズ”の場を設定することで、児
身体の実態を知り、健康な体づくりに向けた意識を高めることができた。 

興味・関心をさらに高め、週１回の全校体育にとどまらず、体を動かすことが日常
間や放課後、家庭における運動の実践）する方策を考えていく必要がある。 
校体育の重点：「体と心をさらに健康にしていこう！」 
点 
生活習慣にかかわる課題意識をもって取り組むことのできる全校体育 
くり運動｣を中心とした体力向上と動きの習得を図る全校体育 
関する理解を深めながら体力向上の意識を高めていく全校体育 
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力や生活習慣にかかわる課題意識をもって取り組む全校体育 ・新体力テストの個人

別総合評価でＥ段

階の児童が０％と

なるようにする。 
・健康月間や保健行事

などを通して、児童

が自分の身体に関

心を持てるように

し、肥満率２０％以

上の児童数の割合
校体育：毎週火曜日の業間

価 

トの個人別評価と学年

ルシークラブにて評価
（10:20～10:35）

傾向、全体傾向の公表（春・秋の 2 回）

（養護教諭） 

  
が一桁台となるよ

うにする。 

 














